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Some observations on news scripts of commercial TV stations-differences
Between TV stations and viewers in the choice of terms and their pronunciations
KAI Chiyoko
Abstract : The purpose of this paper is to present the results obtained through the research on news scripts
which were used in local commercial TV stations. First, it was emerged that many local commercial TV sta-
tions accepted the guidelines, laid down by the key stations in Tokyo, regarding the choice and the pronun-
ciations of news terms. Some have created a database based on guidelines. Second, it can be recognized from
the research that there are some differences between the TV stations and their viewers in the pronunciation

















アンケートでは，資料 1にある 4社が加盟する 4つのニュースネットワーク 108社を対象とした。
資料 1 「ニュース番組調査」
調査日時 2011年 6月 13・14日の 2日間




対 象 国内の 4ニュースネットワークに加盟するテレビ局 108社。
回 答 者 報道制作部を統括するもの
方 法 書面
結 果 46社から返信（内 1通白紙回答）。回答率は 41.7％
＊質問項目によっては個人的な回答であり，テレビ局の見解とは必ずしも一致しないことがある。
資料 3−1 学生へのアンケート（1）
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基準 局独自 局独自＋キー局 キー局 キー局＋その他 その他 合計
テレビ局数（社） 2 5 33 1 4 45
割合（％） 4.4 11.1 73.4 2.2 8.9 100
＊その他…共同通信、気象庁など
表 2 資料の情報公開
可能 不可能 記入なし 合計（社）
内容開示 13 25 7 45
資料閲覧 3 37 5 45































映像 男性 2 ［ニホン］0回［ニッポン］19回
































表 4 資料 1のニュース番組内での「日本」の読み分け
テレビ局 話し手 ［ニホン］の語例 ［ニッポン］の語例
A 社 アナウンサー 男性 A 1・A 2 ― ―
女性 A 3 日本語 日本時間・日本人・日本








B 社 アナウンサー 男性 B 1 日本情報誌
日本時間
日本②
男性 B 2 ― 日本⑰・日本総領事館・日本人・日本専門情報誌
女性 B 3 日本② ―
女性 B 4 ― ―
一般人インタビュー 日本全体 ―
C 社 アナウンサー 男性 C 1・C 2 ― ―
女性 C 3 日本体操史上 ―









D 社 アナウンサー 男性 D 1 ― ―
女性 ― ―




基準 ある なし 記入なし 合計
テレビ局数（社数） 17 20 2 39
















・日本チーム（ ）・日本勢（ ）・日本文化（ ）・日本代表（ ）
・日本政府（ ）・日本大使館（ ）・（文中で単体で出てきた場合の）日本（ ）
「日本」についての結果を表 6と図 4に示す。a［ニホン］では学生の割合が高く，テレビ局との間で大きな差
が出た。c「両者いずれの場合もある」（今後「両者」とする）についてはテレビ局が 64.1％で，学生と開きがあ
る。甲南女子 2011を除くと，b［ニッポン］の選択者の割合は a・c と比べると大きな差はないといえる。
「日本」以外の語例については図 5で示す（グラフに用いる凡例は図 4と同じ）（今後は，アナウンス入門 2011
を KW11，アナウンス入門 2012を KW12，日本語学概論＝KUJ，マネジメント＝KUM，とする）。語例によって
違いはあるものの，学生は a［ニホン］，テレビ局は［両者］の割合が高い。












アナウンス入門 2011 アナウンス入門 2012 日本語学概論 マネジメント
ニホン （人） 6 15 12 67 64
（％） 15.4 100.0 63.1 78.8 83.2
両 方 25 0 4 0 2
64.1 0.0 21.1 0.0 2.5
ニッポン 8 0 3 18 11
20.5 0.0 15.8 21.2 14.3
合 計 （人） 39 15 19 85 77
（％） 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
図 4 「日本」の読み分け





















































































語例 日本 日本チーム 日本代表 日本勢 日本政府 日本文化 日本大使館
B−5 b a b a a a a
C−9 c b b b c c b
C−12 c c b b a a b
E−1 c c b a a c a
＊E−1：会社名が不明
表 9 「気温の表現」基準
基準 局内の約束事 キー局の規定に準拠 その他 合計
テレビ局数（社） 13 26 4 43
表 7 同じニュースネットワークで同一基準を示したテレビ局での「日本」の読み分け比較
語例 日本 日本チーム 日本代表 日本勢 日本政府 日本文化 日本大使館
D−3 c c c c c c c
D−9 a c c a c a c
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氷点下 3度 5分 氷点下 3点 5度 零下 3点 5度 マイナス 3点 5度 合計（人）
TV 4.5 22.5 1 16 44
KW11 0 0 0 15 15
KW12 0 9 0 16 25
KUM 0 0.5 0 84.5 85
KUJ 0 0 1 76 77
合計（人） 4.5 32 2 207.5 246
＊1人で 2つの回答があった場合それぞ 0.5ずつとして計算
図 7 「気温の表現」読み分け







































NHK 放送文化研究所編（2009）『ことばのハンドブック第 2版』NHK 出版




氷点下 3度 5分 氷点下 3点 5度 零下 3点 5度 マイナス 3点 5度 合計
弘前学院大学（人数） 0 2 0 73 75
（割合） 0 2.7 0 97.3 100
４６ 甲南女子大学研究紀要第 49号 文学・文化編（2013年 3月）
